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九州電力の出前授業  

 ３月 7 日（月）は６年生を対象に、九州電力より出前授業を行っていただきました。学習の

テーマは「暮らしと地球環境を考えよう」です。九州電力より派遣された専門の講師の先生方よ

り、先ずは地球温暖化のしくみや影響、二酸化炭素が増加した原因を学びました。その際に、地

球温暖化模型を用いて二酸化炭素による温室効果を実験を通して理解することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、火力や原子力、水力、風力、太陽光、地熱など、いろいろな発電のしくみと特徴を学び、

地球環境を大切にするための発電方法の組み合わせを知りました。そして、地球環境を大切にす

るために、自分たちがこれからどのようなことに取り組むべきかを考えることができました。授

業の最後には、静電気を使った楽しい実験もあり、とても有意義な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の感想 

 

 

 

 

 

コロナに負けるな！ 

元気・根気・やる気 

楠橋小学校  
＝ 共 育 ＝ 

 

・見たこともない実験道具がたくさんありおどろきました。楽しい実験を難しい話の間にはさんでく

れていて、話を聞いていて飽きませんでした。楽しい授業をありがとうございました。 

・地球の温暖化がどのようなものか地球の模型で説明してもらったので、よく分かりました。これか

ら地球環境のために何かしていきたいなと思いました。 

・今日の学習は、とても分かりやすく説明してくれて分かりやすかったです。電気はいろいろな発電

の仕方があることも分かりました。 

・人や動物の住む場所をなくさないために、私たちができることを今日から始めたいです。 

・静電気を触る実験は、テレビを見てずっとやってみたかったから、今日できてうれしかったです。 


